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第２期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

優良好配当･⽇本株式ファンド 
（愛称 投資の原点） 

 

【2020年10月12日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投

資の原点）」は、2020年10月12日に第２期決算を迎え

ましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を

申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信/国内/株式 

信 託 期 間 2019年９月27日から2029年10月11日までです。 

運 用 方 針 

優良好配当･日本株式マザーファンド（以下、「マ

ザーファンド」といいます。）を通じて、クオリティ

が高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投

資を行い、投資信託財産の成長を目指して運用を行

います。 

主 要 投 資 

対 象 

当 フ ァ ン ド 
マザーファンドの受益証券を主要

投資対象とします。 

優良好配当･日本株式 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本の金融商品取引所上場株式を

主要投資対象とします。 

投 資 制 限 

当 フ ァ ン ド 

マザーファンドの受益証券への投

資割合には、制限を設けません。 

株式への実質投資割合には制限を

設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

優良好配当･日本株式 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には制限を設け

ません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎年４月11日および10月11日（それぞれ休業日の場

合は翌営業日）に決算を行い、原則として、以下の

方針に基づき、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後

の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の

全額とします。繰越分を含めた経費控除後の配当等

収益には、マザーファンドの配当等収益のうち投資

信託財産に帰属すべき配当等収益を含むものとし

ます。 

分配金額は、委託会社が分配可能額の範囲内で、組

入株式の配当水準等に基づき決定します。分配可能

額が少額の場合や基準価額水準によっては、収益分

配を行わないことがあります。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

2019年９月27日 10,000 － － 14,498.97 － － － 10,266 

１期(2020年４月13日) 8,005 125 △18.7 12,611.65 △13.0 95.9 － 8,917 

２期(2020年10月12日) 9,318 105 17.7 14,783.25 17.2 96.9 － 10,066 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） JPX日経インデックス400は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。設定日のJPX日経インデックス400は設定日前

営業日の終値です。 

（注）当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2020年４月13日 8,005 － 12,611.65 － 95.9 － 

４月末 8,574 7.1 13,127.34 4.1 96.6 － 

５月末 9,131 14.1 14,078.89 11.6 97.1 － 

６月末 8,868 10.8 14,049.87 11.4 95.3 － 

７月末 8,249 3.0 13,498.21 7.0 95.2 － 

８月末 9,134 14.1 14,611.26 15.9 98.7 － 

９月末 9,297 16.1 14,617.28 15.9 96.9 － 

(期  末)       

2020年10月12日 9,423 17.7 14,783.25 17.2 96.9 － 
 

（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 

 

・「JPX日経インデックス400」は、株式会社日本取引所グループ及び株式会社東京証券取引所（以下、総称して「JPXグループ」といいます。）並びに

株式会社日本経済新聞社（以下、「日経」といいます。）によって独自に開発された手法によって算出される著作物であり、「JPXグループ」及び「日

経」は、「JPX日経インデックス400」自体及び「JPX日経インデックス400」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています。 

・「JPX日経インデックス400」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全て「JPXグループ」及び「日経」に帰属しています。 

・当ファンドは、投資信託委託業者等の責任のもとで運用されるものであり、「JPXグループ」及び「日経」は、その運用及び当ファンドの取引に関し

て、一切の責任を負いません。 

・「JPXグループ」及び「日経」は、「JPX日経インデックス400」を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、

責任を負いません。 

・「JPXグループ」及び「日経」は、「JPX日経インデックス400」の構成銘柄、計算方法、その他「JPX日経インデックス400」の内容を変える権利及び

公表を停止する権利を有しています。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 参考指数は、JPX日経インデックス400です。 
（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2020年４月13日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「優良好配当･日本株式マザーファンド」における主なプラス要因およびマイナ

ス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、化学やサービス業、電気機器などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、ミクシィやしまむら、三菱瓦斯化学などが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、医薬品や空運業、陸運業が基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、ニコンやキヤノン、アステラス製薬などが基準価額にマイナスに影響しました。 

 

また、当ファンドにおいては、信託報酬などのコストがマイナス要因となりました。   



品 名：90009_553239_002_02_優良好配当･日本株式ファンド_838313.docx 

日 時：2020/11/10 15:47:00 

ページ：3 

 

― 3 ― 

優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

  
国内株式市場は、新型コロナウイルスの感染拡大に対応した政府や日銀による金融、財政政策が好感されたこと

や、新規感染者数が減少し経済活動再開への期待が高まったことから、2020年６月上旬にかけて上昇しました。しか

し６月中旬以降は、新型コロナウイルスの感染拡大第２波への警戒感などから上値の重い展開となり、７月末には

米中関係の悪化懸念や為替市場で円高が進行したことから下落しました。８月に入ると、日本企業の決算内容を受

けて先行き不透明感が後退したことや米株高などから上昇に転じ、その後は下落時には日銀による上場投資信託（Ｅ

ＴＦ）買い入れや、世界的に緩和的な金融環境が続くとの見方などが相場を下支え、高値圏でもみ合う展開となりま

した。 

 

  
「優良好配当･日本株式マザーファンド」受益証券の組入比率は、期を通じて100％に近い高水準を維持しました。 

「優良好配当･日本株式マザーファンド」の運用につきましては、運用の基本方針に則り、株式組入比率を高位に

保つとともに、クオリティが高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投資を行いました。具体的には、JPX日

経インデックス400（金融を除きます）の構成銘柄の中から、配当利回りの高さ、配当水準の継続性等の観点および

業種分散を勘案の上、50銘柄を定量基準に則って抽出し、等金額に組み入れました。 

当期間では、2020年５月と８月に、銘柄見直しおよび組入比率の調整を行いました。 

株式組入比率は、概ね95％～99％の範囲で推移させました。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、分配金も考慮した当ファンドの基準価額の騰落率は、

参考指数としているJPX日経インデックス400の騰落率を

0.5％上回りました。詳細につきましては前掲の「基準価

額の主な変動要因」をご参照ください。 

 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、JPX日経インデックス400です。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

  
毎年４月11日および10月11日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配を行います。分配対象

収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。分配金

額は、委託会社が分配可能額の範囲内で、組入株式の配当水準等に基づき決定します。 

この基本方針に則り、当期は１万口当たり105円（税引前）の分配を行いました。なお、収益分配に充てなかった

留保益については、運用の基本方針と同一の運用を行います。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第２期 

2020年４月14日～ 
2020年10月12日 

当期分配金 105  

(対基準価額比率) 1.114％ 

 当期の収益 105  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
＜優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点）＞ 

運用の基本方針に則り、主要投資対象である「優良好配当･日本株式マザーファンド」受益証券の組入比率を高水

準に維持することにより、投資信託財産の成長を目指して運用してまいります。 

 

○優良好配当･日本株式マザーファンド 

クオリティが高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投資を行います。銘柄の選定にあたっては、JPX日経

インデックス400（金融を除きます）の構成銘柄の中から、配当利回りの高さ、配当水準の継続性等の観点および業

種分散を勘案の上、50銘柄を定量基準に則って抽出します。ただし、財務内容や流動性等を勘案し、投資対象銘柄か

ら除外することがあります。ポートフォリオの構築にあたっては、各銘柄を原則として等金額に組み入れ、銘柄の見

直しおよび組入比率の調整は、原則として３ヵ月毎に行います。また、株式の組入比率は高位を保つことを基本と

します。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○１万口当たりの費用明細 (2020年４月14日～2020年10月12日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 60  0.680  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (29)  (0.329)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (29)  (0.329)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.091   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 8)  (0.091)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 68   0.777    

期中の平均基準価額は、8,875円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○売買及び取引の状況 (2020年４月14日～2020年10月12日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
優良好配当･日本株式マザーファンド － － 511,704 471,400 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2020年４月14日～2020年10月12日) 

 

項 目 
当 期 

優良好配当･日本株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 10,095,846千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,388,089千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.07   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年４月14日～2020年10月12日) 

 

＜優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜優良好配当･日本株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,897 132 2.7 5,198 4,219 81.2 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 8,868千円 
うち利害関係人への支払額（B） 3,863千円 

（B）／（A） 43.6％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年10月12日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

優良好配当･日本株式マザーファンド 10,851,702 10,339,997 10,023,593 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2020年10月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

優良好配当･日本株式マザーファンド 10,023,593 97.8 

コール・ローン等、その他 228,545 2.2 

投資信託財産総額 10,252,138 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年10月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,252,138,235   

 コール・ローン等 228,544,672   

 優良好配当･日本株式マザーファンド(評価額) 10,023,593,563   

(B) 負債 185,991,450   

 未払収益分配金 113,433,433   

 未払解約金 5,819,724   

 未払信託報酬 66,203,932   

 未払利息 97   

 その他未払費用 534,264   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,066,146,785   

 元本 10,803,184,156   

 次期繰越損益金 △   737,037,371   

(D) 受益権総口数 10,803,184,156口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,318円 
 

（注） 純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は737,037,371

円です。 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、0.9318円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は11,139,617,790円、期中追加設定元

本額は72,771,610円、期中一部解約元本額は409,205,244円です。
 

○損益の状況 (2020年４月14日～2020年10月12日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       15,053   

 受取利息 204   

 支払利息 △       15,257   

(B) 有価証券売買損益 1,590,363,946   

 売買益 1,623,754,070   

 売買損 △   33,390,124   

(C) 信託報酬等 △   66,739,112   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,523,609,781   

(E) 前期繰越損益金 △2,122,679,247   

(F) 追加信託差損益金 △   24,534,472   

 (配当等相当額) (      1,762,606)  

 (売買損益相当額) (△   26,297,078)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  623,603,938   

(H) 収益分配金 △  113,433,433   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  737,037,371   

 追加信託差損益金 △   24,534,472   

 (配当等相当額) (      1,815,099)  

 (売買損益相当額) (△   26,349,571)  

 分配準備積立金 671,796   

 繰越損益金 △  713,174,695   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注）収益分配金 

決算期 第２期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 114,105,229円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 1,815,099円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 0円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 115,920,328円 

 分配対象収益(１万口当たり) 107円 

 分配金額 113,433,433円 

 分配金額(１万口当たり) 105円 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税引前） 105円 

支払開始日 2020年10月16日（金）までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 
 
 
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2020年10月12日現在) 

＜優良好配当･日本株式マザーファンド＞ 
 下記は、優良好配当･日本株式マザーファンド全体(10,339,997千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（19.3％）    

安藤・間 255.6 270.9 196,944 

東急建設 302 － － 

大成建設 52.4 54.6 195,468 

大林組 － 189.8 178,791 

長谷工コーポレーション 151.3 139.7 188,595 

鹿島建設 158.6 － － 

三井住友建設 366.7 439.4 194,654 

熊谷組 70.4 73.1 191,448 

大東建託 17.2 21.2 201,484 

積水ハウス － 91.8 162,990 

協和エクシオ 74.5 69.4 183,840 

九電工 60.4 63.4 193,053 

化学（10.5％）    

東ソー 135.6 117 198,315 

三菱瓦斯化学 138.1 104.2 207,670 

ＪＳＲ 91 － － 

ダイセル 214.6 － － 

アイカ工業 55.9 52.3 192,725 

ダイキョーニシカワ 359.2 342 206,226 

日東電工 35.4 30.1 214,613 

医薬品（5.4％）    

アステラス製薬 － 111.9 167,514 

科研製薬 30.5 38.5 177,100 

沢井製薬 － 36.2 183,896 

ゴム製品（2.1％）    

ブリヂストン 52.5 59 201,131 

ガラス・土石製品（1.9％）    

ニチアス 86.7 77.9 189,063 

金属製品（2.1％）    

三和ホールディングス － 177.9 208,676 

東プレ 144.3 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

機械（8.2％）    

アマダ 202.5 199.7 195,106 

ナブテスコ － 53.6 211,720 

住友重機械工業 81.7 － － 

竹内製作所 － 89.1 206,979 

ＴＰＲ 153.5 141.8 184,907 

電気機器（7.7％）    

ブラザー工業 99.8 － － 

三菱電機 132.3 133.8 187,855 

日新電機 193.6 177.9 196,935 

セイコーエプソン 154.4 － － 

アルバック 64.5 － － 

ＯＢＡＲＡ ＧＲＯＵＰ 69.9 54.1 194,760 

キヤノン 73.5 104.8 175,016 

輸送用機器（5.9％）    

トヨタ紡織 135.3 － － 

デンソー 47.4 43.8 212,035 

いすゞ自動車 238.7 － － 

マツダ 302.2 － － 

ＳＵＢＡＲＵ 84.9 88.1 184,261 

テイ・エス テック 66.3 60.3 175,352 

精密機器（3.9％）    

ブイ・テクノロジー 52.8 46.2 224,532 

ニコン 181.2 235.8 160,108 

その他製品（－％）    

タカラトミー 217.3 － － 

陸運業（2.0％）    

山九 － 45.6 190,380 

空運業（－％）    

日本航空 87.3 － － 

情報・通信業（10.0％）    

ティーガイア 84.2 89.8 175,648 
 

国内株式 
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優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

トレンドマイクロ 33.6 29.6 187,664 

日本ユニシス － 62 216,380 

日本テレビホールディングス － 155.3 179,060 

ＮＴＴドコモ 52.4 54.7 212,017 

卸売業（6.3％）    

アルフレッサ ホールディングス － 90.6 204,665 

ダイワボウホールディングス － 29.7 194,238 

第一興商 － 58.9 215,868 

小売業（6.2％）    

エービーシー・マート － 34 189,720 

セブン＆アイ・ホールディングス － 56.4 198,979 

ユナイテッドアローズ 105.7 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

しまむら 27.9 20 214,200 

サービス業（8.5％）    

ミクシィ 102.1 68.8 209,152 

ジェイエイシーリクルートメント 160.8 153.6 210,278 

ユー・エス・エス 108.3 107.4 211,578 

メイテック 39.6 36.9 199,629 

合 計 
株 数 ・ 金 額 6,206 5,082 9,753,231 

銘柄数＜比率＞ 50 50 ＜97.3％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 合計欄の＜ ＞内は、当ファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

マザーファンドの運用報告書につきましては、ベビーファンドの運用報告書と作成対象期間が異なる場合には、データ・コメント等に不一致が生じることがありますのでご了承ください。 

 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

2019年９月27日 10,000 － 14,498.97 － － － 10,215 

１期(2020年４月13日) 8,175 △18.3 12,611.65 △13.0 96.4 － 8,871 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） JPX日経インデックス400は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。設定日のJPX日経インデックス400は設定日前

営業日の終値です。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

  

優良好配当･日本株式マザーファンド 

第１期 運用状況のご報告 
決算日：2020年４月13日 

 
当ファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 クオリティが高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投資を行います。 

主要投資対象 日本の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 
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優良好配当･日本株式マザーファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2019年９月27日 10,000 － 14,498.97 － － － 

９月末 9,977 △ 0.2 14,201.08 △ 2.1 95.9 － 

10月末 10,728 7.3 14,913.13 2.9 98.4 － 

11月末 10,896 9.0 15,183.29 4.7 98.5 － 

12月末 10,971 9.7 15,376.38 6.1 98.2 － 

2020年１月末 10,545 5.5 15,091.79 4.1 98.2 － 

２月末 9,215 △ 7.9 13,584.28 △ 6.3 98.1 － 

３月末 8,203 △18.0 12,573.18 △13.3 96.0 － 

(期  末)       

2020年４月13日 8,175 △18.3 12,611.65 △13.0 96.4 － 
 

（注） 騰落率は設定日比。 

 

・「JPX日経インデックス400」は、株式会社日本取引所グループ及び株式会社東京証券取引所（以下、総称して「JPXグループ」といいます。）並びに

株式会社日本経済新聞社（以下、「日経」といいます。）によって独自に開発された手法によって算出される著作物であり、「JPXグループ」及び「日

経」は、「JPX日経インデックス400」自体及び「JPX日経インデックス400」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています。 

・「JPX日経インデックス400」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全て「JPXグループ」及び「日経」に帰属しています。 

・当ファンドは、投資信託委託業者等の責任のもとで運用されるものであり、「JPXグループ」及び「日経」は、その運用及び当ファンドの取引に関し

て、一切の責任を負いません。 

・「JPXグループ」及び「日経」は、「JPX日経インデックス400」を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、

責任を負いません。 

・「JPXグループ」及び「日経」は、「JPX日経インデックス400」の構成銘柄、計算方法、その他「JPX日経インデックス400」の内容を変える権利及び

公表を停止する権利を有しています。 
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（注） 参考指数は、JPX日経インデックス400です。 

（注） 参考指数は、設定日（2019年９月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、医薬品や情報・通信業、ガラス・土石製品が基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、田辺三菱製薬やエーザイ、Ｚホールディングスなどが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、建設業や輸送用機器、電気機器などが基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、ジェイエイシーリクルートメントやユナイテッドアローズ、ＴＰＲなどが基準価額にマイナスに

影響しました。 

 

  
国内株式市場は、2019年10月から12月中旬にかけて、米中が貿易交渉で部分的合意に達したことや、英国の合意

なき欧州連合（ＥＵ）離脱が回避されるとの観測などから上昇しました。2020年１月に入ると、米国とイランの間で

緊張が高まり、もみ合う場面がありました。その後は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、世界経済の減速懸

念が高まったほか、需給環境の悪化を背景とする原油価格の急落も重なり、国内株式市場は３月中旬にかけて大幅

に下落しました。期末にかけては、国際協調的な金融緩和策や経済対策が好感され、国内株式市場は戻りを試す展開

となりました。 
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運用の基本方針に則り、株式組入比率を高位に保つとともに、クオリティが高く、好配当利回りと判断される日

本の株式に投資を行いました。具体的には、JPX日経インデックス400（金融を除きます）の構成銘柄の中から、配当

利回りの高さ、配当水準の継続性等の観点および業種分散を勘案の上、50銘柄を定量基準に則って抽出し、等金額に

組み入れました。 

当期間では、2019年11月と2020年２月に、銘柄見直しおよび組入比率の調整を行いました。 

株式組入比率は、配当落ちや銘柄見直しの際に一時的に低下した時期を除き、概ね97％～99％の範囲で推移させ

ました。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりませんが、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数としてい

るJPX日経インデックス400の騰落率を5.3％下回りました。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要因」

をご参照ください。 

 

  
クオリティが高く、好配当利回りと判断される日本の株式に投資を行います。銘柄の選定にあたっては、JPX日経

インデックス400（金融を除きます）の構成銘柄の中から、配当利回りの高さ、配当水準の継続性等の観点および業

種分散を勘案の上、50銘柄を定量基準に則って抽出します。ただし、財務内容や流動性等を勘案し、投資対象銘柄か

ら除外することがあります。ポートフォリオの構築にあたっては、各銘柄を原則として等金額に組み入れ、銘柄の見

直しおよび組入比率の調整は、原則として３ヵ月毎に行います。また、株式の組入比率は高位を保つことを基本とし

ます。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年９月27日～2020年４月13日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 14  0.137  (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (14)  (0.137)   

（b） そ の 他 費 用 0   0.000   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 14   0.137    

期中の平均基準価額は、10,076円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2019年９月27日～2020年４月13日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 
内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 8,350 13,948,179 2,143 3,122,658 

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年９月27日～2020年４月13日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 17,070,837千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 10,512,925千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.62   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 
  

株式 
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○利害関係人との取引状況等 (2019年９月27日～2020年４月13日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 13,948 4,990 35.8 3,122 1,515 48.5 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 14,771千円 
うち利害関係人への支払額（B） 5,592千円 

（B）／（A） 37.9％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 
 
  

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2020年４月13日現在) 

 

 

銘 柄 
当 期 末 

株  数 評 価 額 

 千株 千円 

建設業（20.1％）   

安藤・間 255.6 170,996 

東急建設 302 163,684 

大成建設 52.4 171,086 

長谷工コーポレーション 151.3 172,784 

鹿島建設 158.6 176,046 

三井住友建設 366.7 159,881 

熊谷組 70.4 166,073 

大東建託 17.2 174,494 

協和エクシオ 74.5 189,155 

九電工 60.4 170,630 

化学（14.0％）   

東ソー 135.6 174,110 

三菱瓦斯化学 138.1 173,729 

ＪＳＲ 91 172,718 

ダイセル 214.6 168,675 

アイカ工業 55.9 173,290 

ダイキョーニシカワ 359.2 163,795 

日東電工 35.4 171,690 

医薬品（2.1％）   

科研製薬 30.5 177,205 

ゴム製品（2.0％）   

ブリヂストン 52.5 170,887 

ガラス・土石製品（2.0％）   

ニチアス 86.7 173,660 

金属製品（1.9％）   

東プレ 144.3 160,317 

機械（6.1％）   

アマダ 202.5 173,137 

住友重機械工業 81.7 173,367 

ＴＰＲ 153.5 175,911 

電気機器（13.7％）   

ブラザー工業 99.8 169,161 

三菱電機 132.3 172,717 
 

 

銘 柄 
当 期 末 

株  数 評 価 額 

 千株 千円 

日新電機 193.6 171,336 

セイコーエプソン 154.4 156,561 

アルバック 64.5 169,893 

ＯＢＡＲＡ ＧＲＯＵＰ 69.9 169,297 

キヤノン 73.5 166,845 

輸送用機器（12.2％）   

トヨタ紡織 135.3 167,501 

デンソー 47.4 174,242 

いすゞ自動車 238.7 176,327 

マツダ 302.2 172,556 

ＳＵＢＡＲＵ 84.9 170,266 

テイ・エス テック 66.3 183,120 

精密機器（4.0％）   

ブイ・テクノロジー 52.8 168,960 

ニコン 181.2 172,683 

その他製品（2.1％）   

タカラトミー 217.3 176,664 

空運業（2.0％）   

日本航空 87.3 171,893 

情報・通信業（5.9％）   

ティーガイア 84.2 173,873 

トレンドマイクロ 33.6 158,760 

ＮＴＴドコモ 52.4 172,238 

小売業（4.0％）   

ユナイテッドアローズ 105.7 166,794 

しまむら 27.9 177,444 

サービス業（7.9％）   

ミクシィ 102.1 171,425 

ジェイエイシーリクルートメント 160.8 165,784 

ユー・エス・エス 108.3 175,337 

メイテック 39.6 162,558 

合 計 
株 数 ・ 金 額 6,206 8,551,572 

銘柄数＜比率＞ 50 ＜96.4％＞ 
  

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

国内株式 
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○投資信託財産の構成 (2020年４月13日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 8,551,572 96.4 

コール・ローン等、その他 320,177 3.6 

投資信託財産総額 8,871,749 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年４月13日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,871,749,291   

 コール・ローン等 130,391,091   

 株式(評価額) 8,551,572,390   

 未収配当金 189,785,810   

(B) 負債 1,544   

 未払利息 84   

 その他未払費用 1,460   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,871,747,747   

 元本 10,851,702,013   

 次期繰越損益金 △ 1,979,954,266   

(D) 受益権総口数 10,851,702,013口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,175円 
 

（注） 純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は1,979,954,266

円です。 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、0.8175円です。

（注） 当ファンドの当初設定元本額は10,215,500,000円、期中追加設

定元本額は1,297,124,396円、期中一部解約元本額は660,922,383

円です。 

（注） 当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、以

下の通りです。 

 優良好配当･日本株式ファンド（愛称 投資の原点） 

 10,851,702,013円

○損益の状況 (2019年９月27日～2020年４月13日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 220,718,022   

 受取配当金 220,793,010   

 受取利息 2,863   

 その他収益金 2,544   

 支払利息 △       80,395   

(B) 有価証券売買損益 △2,273,947,826   

 売買益 506,148,558   

 売買損 △2,780,096,384   

(C) その他費用等 △       22,449   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △2,053,252,253   

(E) 追加信託差損益金 △   23,724,396   

(F) 解約差損益金 97,022,383   

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,979,954,266   

 次期繰越損益金(Ｇ) △1,979,954,266   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注） 損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 

 
<お知らせ> 

該当事項はございません。 

 

― 21 ―

添付ファンド_10pt_838313.indd   21 2020/10/26   17:00:37


